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目下、わが国で最も精力的にネオニコチノイド（以下ネオニコ）
系農薬の研究を進めておられる星先生に、今回はネオニコの最新
研究のお話を伺いました。内容が非常に多岐にわたり、この誌面
ですべてを紹介できません。誌面の都合上、農薬の再評価や毒性
試験に関する内容は最小限にし、マウスによる動物実験で明らか
になったことを中心に簡略にご報告します。詳細はHP講演資料
とYoutube動画をご覧ください。

　その農薬はどこから来るのかといえばお母さんから来る
のです。母子間移行ですね。ネオニコの一種であるクロチ
アニジン（以下CLO）の胎盤移行については、私たちが
初めて高感度・定量的に解析し、CLOが胎盤の関門を極
めて迅速に通過することを明らかにしました［Ohno et al., 

2020］。お母さんが日常摂取している化学物質のほぼすべ
てが、あっという間に胎盤を通過してしまうのです。ま
た、母体の血中濃度よりも遙かに高い濃度でCLOが母体
から母乳へ代謝・濃縮されて入り込みます。つまり、化学
物質に対して極めて感受性が高い胎児・新生児へネオニコ
をはじめとした毒性物質の母子間移行があるのです（図1）。
◉農薬とは
　そもそも農薬とは、農作物を保護するものですが、人体
や環境にとっては有害物質でしかありません。農耕地は人
工的な空間であり自然生態系のバランスは存在しない上、
作物の方も、品種改良によって天然防御物質が除去されて
いるので、農薬が必要となる訳です。すなわち、農薬は、
作物にとっては「薬」でも、消費者（農業従事者）や環境
にとっては「毒」でしかない！ のです。
◉医薬品と農薬の違い
　「医薬品」も「農薬」もヒトが摂取することを前提で作
られていますが、医薬品には長期にわたる臨床試験があり
ます。しかし、農薬には臨床試験がなく（「毒」なのでヒ
トでの毒性試験ができない）、ヒトへの安全性は一度も確
認されずに市販されているのです。「農薬」とは、市販さ
れて初めてヒトへの安全性が試されている（私は人体実験
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　 はじめに 
―農薬は安全か？
◉誰の尿を調べてもネオニコが……
　大変ショッキングな報告ですが、3歳児（223名）の尿
を調べた結果、三大殺虫剤（有機リン系・ピレスロイド
系：100％、ネオニコ系：約80％）が検出されることか
ら、ばく露源は共通で、日本の子どもは環境的に農薬にば
く露されていることがわかりました［Osaka et al., 2016］。
また最近では、日本人の赤ちゃん約1000人のオムツから
高率にネオニコが検出されました［Oya et al., 2021］。これ
らの報告からも、日本の子どもは複数の農薬に日常的にば
く露されており、健康への影響が懸念されます。
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と言っていますが……）化学物質なのです。そこが両者の
決定的な違いといえます。
　そして、さらに怖いのは、その医薬品だって100％安全
ではないことは皆さんご存知の通りです。その理由は、人
間一人ひとりの「感受性」は同じではないからです。一卵
性双生児でさえ感受性を含めたさまざまな表現型が異なっ
ており、その背景には遺伝子発現の個体差があります。遺
伝子の発現（ON/OFF）は、生後の環境要因によっても
変化することがわかってきました。それをエピゲノム変化
といいます。
◉農薬の毒性試験
　農薬の健康影響に関する毒性試験ガイドラインが、世界
保健機構（WHO）ではなく、経済成長、開発、貿易拡
大をミッションとするOECD（経済協力開発機構）ガイ
ドラインにそって作成されていることに、皆さんは違和感
を持たれないでしょうか。農薬の安全基準の決め方にはい
ろいろ問題があります。
　「無毒性量（NOAEL）」とは、マウスなど動物での試験
で有害な影響が認められない最大投与量であり、その値を
安全係数100で割ることにより、ヒトのADI（一日摂取
許容量）が算出されています。しかし、例えば、ダイオキ
シンの一種であるTCDDでは、ハムスターとモルモット
で感受性が1万倍も違います。そもそもこのADIは、「ヒ
トが生涯にわたり（＞80年）食べても安全な一日あたり
の量」という設定です。最近市販された農薬にもこの
ADIが設定されていることも理解に苦しみますが、この
100という数字に科学的根拠は何も無いことにも驚きます。
　 マウスでの実験結果からわかったこと 
―オスは影響を受けやすい！
　私たちの研究室では、実験動物にNOAEL量のネオニ

コを摂取させ、行動試験をはじめとした生理的変化やゲノ
ム、タンパク質の変化を含めたトランスオミクス解析に
よってさまざまな検証を行っています。その実験結果から
以下のことがわかりました。
◆OECDガイドライン試験では“見落とされる”毒性
 （国が設定したNOAELが「無毒性量」でなかった！）
◆毒性が低いはずのネオニコによる神経細胞のかく乱
◆母子間移行、性差、免疫系、加齢、次世代への影響
　近年、農薬と発達障害の因果関係を示唆する報告が集積
されつつあります。発達障害の発生には性差があり（男女
比　3:1～5:1）、化学物質の感受性にも性差があります。
オスよりメスで代謝酵素（CYP3A4）の発現量が多く
［Waxman & Holloway, 2009］、ニコチン依存症が重症化しや
すいこと［Carpenter et al., 2006］が先行研究で指摘されて
います。
　さらに、CLOの単回投与によって生じる影響の性差を
検証しました。その結果、不安様行動、物体認識記憶に大
きな性差がみられました［Kubo & Hirano et al., 2022］。
◉無毒性量のネオニコによる行動・学習・記憶の性差
　無毒性量のCLO投与でも、成獣マウスに認知情動行動
の異常（および異常蹄鳴＝異常に鳴き叫ぶ）を起こすこと
が判明しました［神戸大の研究　Hirano et al., Toxicol Lett 

2018］。マウスはそもそも拘束されるなどの強いストレス
下を除き、ヒト可聴域の蹄鳴を示すことはほとんどありま
せん。それが本研究の結果、オスのCLO投与群におい
て、異常蹄鳴（4～16KHzの倍音で構成）が観察されま
した（図2）。メスは同じ条件でもほぼ鳴かず、鳴いた個
体はすべて発情期でした。
　性ホルモン量がニコチン性アセチルコリン受容体（以下
nAChR）を介するシグナル伝達に関与し、CLOの感受
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性を変化させる可能性が推定されます。それは、性ホルモ
ン量によって、ニコチンの感受性、nAChRの発現量が変
化したことによるものと考えられます。メスでは性周期に
よってCLOの感受性が変化した可能性があります。
　また、オスではCLOが、不安や学習、ストレス反応に
関与する脳領域（視床室傍核、海馬歯状回、手綱核）の
nAChRに作用し、行動異常を引き起こした可能性があり
ます。CLOの代謝速度はオスよりもメスが速く、オスで
異常蹄鳴個体は血中のCLO残留が多く、尿への排出が少
ないことがわかりました［Kubo & Hirano et al., 2022］。
◉ネオニコが発達期の脳に及ぼす影響
　生後3～8週齢のマウス（ヒトの学童期から思春期を想
定）に無毒性量のネオニコ（ジノテフラン）を摂取させ、
オープンフィールド試験をしたところ、自発運動量が増
え、うつ様行動が減少しました。ネオニコの種類によって
は、発達期のばく露で多動様症状を引き起こす可能性を示

しています［Yoneda et al., 2018］。セロトニンが過剰に分泌
されると興奮や混乱など精神的に不安定な状態になり、
ドーパミン合成が促進されると多動や精神疾患を発症する
ことから、ジノテフランのばく露によって神経伝達物質の
バランスが変化する可能性も想定されます。
◉空間学習記憶に対する影響はオスに顕著
　先行研究では、オスラットに90日間イミダクロプリド
およびCLOを投与して空間学習記憶の低下が報告されま
した［Kara et al., 2015; Ozdemlr et al., 2014］。しかし、この
実験はオスのみで行われ、メスへの影響は報告されていま
せんでした。そこで、本研究室ではオス、メスで比較し、
CLOの影響について性差の有無を検証しました。
　バーンズ迷路試験とは、訓練によって逃避箱の位置を記
憶し、最短距離でたどりつくようにする実験です。空間学
習記憶は、逃避箱に入るまでの移動距離および時間を評価
しました。この試験の結果、CLO投与群のオスでは、前
日の学習を覚えておらず成績不良でした。一方、対照群で
もオスとメスには違いがありました。オスの神経細胞だけ
が異常興奮するということが明らかになり、CLOによる
空間学習記憶には大きな性差が認められました［Kubo & 

Hirano et al., 2022］（図3）。
　 哺乳類の腸内細菌叢（microbiota）に 

CLOが与える影響
　腸は全身の免疫本部です。全身に約2兆個いる免疫細胞
の7割が腸に配備されています。腸の異常が免疫の暴走を
引き起こし、それがアレルギーや自己免疫疾患の発症につ
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ながります。また、免疫の暴走にブレーキをかける制御性
T細胞が減少すると、ヘルパーT細胞を制御できず、ア
レルギー反応を引き起こす免疫グロブリン（Ig）Eが過剰
に放出されます。この制御性T細胞を増やすには短鎖脂
肪酸（酪酸、酢酸など）を作る腸内細菌、たとえば、善玉
菌の代表格であるビフィズス菌あるいはクロストリジウム
菌などが必要です。さらに、制御性T細胞は腸内細菌の
種類を区別して有害な菌が増えると、アレルギー物質の侵
入を防ぐ IgAの産生を増やすこともわかってきました
（IgAが多いとアレルギーになりにくいと考えられます）。
　うつ病患者の腸内内容物を無菌マウスに移植すると、マ
ウスはうつになり絶望状態を呈します（図4）。腸内細菌
がいかにストレス反応やうつに関わっているかがわかりま
す。
　また、ヒトにおいてもうつに関与する脳領域（外側手網
核）では、セロトニン分泌調節やレム睡眠をコントロール
しています。うつ病発症率はヒトでは女性が男性の2倍で
すが、うつ病による自殺率は男性が女性の5.6倍です。う
つ病患者では腸内細菌叢の多様性の低下（dysbiosis）が
観察されています。腸内細菌叢の変化はストレスによる絶
望行動の発症と関連します。また、母乳に含まれる成分が
新生児の腸内環境を健康に保っています。
　CLOを投与したラットの腸内細菌叢を解析した結果、
細菌種の多様性が低下し、細菌叢構成が単純化し、酪酸産
生菌（属）が減少しました［Onaru et al., 2020］。
　酪酸産生菌が減少するのは炎症性腸疾患の患者の特徴で
あり、免疫系の恒常性がCLOによってかく乱されたこと
を意味します。また、乳酸菌の減少はうつを引き起こしま
す。これらの実験によって、農薬が腸内環境に少なからず
影響を与えていること、また、日常的なCLOばく露は、
免疫機能をかく乱することが明らかになりました。

　 ネオニコによる子どもの発達への影響と 
継世代影響
　胎児、乳幼児期には、とくに有害物質などの影響を受け
やすい時期（critical point）が存在します。子どもの脳の
発達は、胎児期ももちろん重要ですが、出生後において
も、脳の高次機能を担う神経回路網ができる重要な時期で
す。先行研究で、ネオニコが哺乳類では nAChRを介し
て神経興奮を引き起こすこと［kimura-kuroda et al.,2012］、
行動や恒常性の維持に影響を及ぼすこと［Hirano et al., 

2015, 2018; Hirano & Miyata et al., 2021］が明らかになって
います。また、腸内細菌叢や胸腺の異常も引き起こし、農
薬原体や代謝物の胎仔移行も報告されています［Hoshi, 

2021; Murata et al., 2023; Ohno et al., 2018; Onaru et al., 

2020］。哺乳類への詳細なリスク評価が急務です。
◉神経回路形成期のネオニコ影響
　脳の神経回路形成期は、神経新生、神経細胞移動、神経
突起・軸索の伸長、シナプスの形成・刈込などの脳機能形
成において最も重要な時期です。ちなみに自閉症はシナプ
ス刈込不良、認知症は刈込過多によって起こります。各発
達段階のCLOばく露による神経行動学的な影響は明らか
ではありませんが、神経発達の阻害は幼年期（不安様行
動）、青年期（多動）で異なる行動異常が現れることが報
告されています［Maeda et al., 2021］。
　そこで、ネオニコの次世代影響を考察するにあたり、そ
れを踏まえ脳の神経回路形成期を4つの時期に分けて調べ
ました。
【実験1】
目的：神経回路形成期（胎子・新生子期）を4つの期間に分け、
CLO摂取が脳の発達へ最も影響する発達段階を検証
結論：生後1～4日のCLOばく露の脳発達への影響が最も大き
かった。［Shoda et al., 2023b］
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【実験2】
目的：妊娠・授乳期の母（F0）世代に無毒性量のCLOをばく露
し、子（F1）、孫（F2）、ひ孫（F3）世代の神経行動学的な継世
代影響を検証
結論：無毒性量のCLOによる影響はF1、F2、F3へ世代を経る
と減弱する。

　2つの実験から、F1世代では脳神経回路形成の発達段階
別の影響があること、F2、F3世代にも影響は波及するが
世代を経ると減弱していくことが明らかになりました
［Shoda et al., 2023c］。
◉腸内細菌叢への継世代影響
【実験3】
目的：妊娠・授乳期のF0世代に無毒性量のCLOを摂取させ、
F1、F2、F3世代の胸腺・腸管免疫系への継世代影響を検証
結論：無毒性量のCLOが腸内細菌叢に及ぼす影響は甚大ではな
いものの、細菌叢組成を継世代的に変動させる。［Murata et al., 

2023］

　無毒性量のCLOが腸内細菌叢をかく乱することが明ら
かになり、複数の単鎖脂肪酸酸性菌の相対存在量が変動し
ましたが、その影響は F1、F2、F3世代のなかで F3世代
が最も影響を受けていることがわかりました。F3世代
は、直接的にCLOのばく露を受けていない世代です。
◉発達神経毒性の継世代影響
　近年、世代を超えて継承される、DNAの塩基配列の変
化を伴わない遺伝子発現の制御について研究する新たなパ
ラダイムとしてエピゲノム研究の領域が提唱され、環境中
の微量化学物質が生物に及ぼす環境エピゲノム毒性研究の
展開が期待されています。環境因子により、細胞エピゲノ
ムが変化し、複数の世代に有害な表現型が伝達される可能
性があります［Xin et al., 2018］。
　無毒性量のCLOは、F1、F2、F3世代の雌産子の雌性
生殖器に影響を及ぼす［Kitauchi et al., 2021］。また、妊娠
中のマウスにニコチンを摂取させると、F1、F2世代の行
動異常やDNAの低メチル化異常［Buck et al., 2019］が報
告されています。
◉CLOの母性行動への影響―子・孫世代でも食殺や育子放棄

　胎児期の環境が成長後の健康や疾病リスクに影響を及ぼ
すというDOHaD（ドーハド）説があります。母マウス
へのCLO投与は子マウスの母性行動にどのような影響を
与えるのでしょうか。
　正常な母性行動には、オキシトシンとプロラクチンの十
分な分泌が必要です。それらが神経回路を活性化すること
で養育行動を生み出します［Sairenji et al., 2017］。既報で

は、タバコの喫煙によってもオキシトシンの減少が報告さ
れています［Nepierala et al., 2017］。
　本研究の「巣作り行動」試験では、CLO投与群ではそ
れがうまくできなくなることが示されました。また、「産
子のリトリービング（赤ちゃんを連れ戻す行動）」試験で
は、母マウスと子マウスを引き離すと、対照群では、6匹
中全親が子を6分以内に巣に連れ戻しましたが、CLO投
与群では、母マウス全例（N＝6）が6分以内に子マウス
を自分の元に連れ戻すことができませんでした。CLOが
母性行動に大きな影響を与えることが示唆されました。
　また、母親が妊娠中に化学物質のばく露を受けると、胎
子も速やかに胎盤経由で、また、出生後は母乳経由でばく
露を受けます（次世代影響）。胎子の体内の生殖細胞、す
なわち孫世代をつくる生殖細胞にも到達し、その孫世代に
何らかの影響があらわれる可能性があります（多世代影
響）。実際、我々の実験では、妊娠中のメス（母マウス）
へのネオニコ投与がその子どもや孫世代で育子放棄が増加
することを報告しています［Kitauchi et al., 2021; Shoda et 

al., 2023c］。

 おわりに

　化学合成農薬が一般に使用されるようになってから70年
経ちました。「農薬は少量なら大丈夫」「農薬を使わないと農
家が困る」「農薬を使わないと食料の生産ができなくなる」
といわれてきましたが、それらは本当でしょうか。農薬は人
や環境にとっては「毒」でしかないのです。できる限り摂取
しない方がよいのです。農薬に依存した現在の農業を変えて
いくためにも、皆さん、無農薬、オーガニックな農作物を
買って食べていただき、市場を拡大していただけけたら、農
薬依存農業を変えていけると思います。
　最後に「環境汚染と健康」の問題は未来（次世代）に先
送りしてはならないし、「疑わしきは罰せず」ではすまさ
れません。農薬との付き合い方を真剣に考える時がきたと
思っています。
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　JEPAでは、再評価が始まる前の2021～22年に、農水
省、食品安全委員会の担当者らとヒアリングを実施し、こ
の件を問い合わせた。両方の担当者は、「公表文献の収
集、選択、評価についてはガイドラインが決まっており、
それに従って実施すれば、誰が行なっても同じ結果にな
る」（図5）、という返事であった。
　農水省は2022年末、初年度の農薬再評価に使われる農
薬14種の公表文献の報告書を、「これらの公表文献がガイ
ドラインに従って収集、選択等されたものであるかを確認
した上で、農業資材審議会への諮問、食品安全委員会への

　 農薬取締法改正と 
農薬再評価
　農薬取締法が2018年に改正され、これまで
使用されてきた農薬が再評価されることになっ
た（図1）。従来、農薬はいったん登録される
と3年ごとに形式的に再登録されてきたが、今
後は最新の科学的根拠に照らして安全性が再評
価されることが決定した。再評価の際、農薬企
業が用意した毒性試験の結果とあわせて、最新
の科学情報として学術論文（公表文献）が使用
されることになった。これまで日本の農薬登録
では、公表文献は安全性の評価に使われてこな
かったので、一見進展したようにみえた。とこ
ろが、公表文献の資料はなんと利益相反のある
農薬企業が作成することになっており、実際に
極めて不当な公表文献報告書の事例が判明した
ので、その概要を報告する。
　なお農薬の再評価は、従来の登録同様に（図
2）、農水省が農薬企業より申請を受け、その
後、環境省、厚労省、内閣府・食品安全委員
会、消費者庁がそれぞれ関わって、最終的に農
水省が登録の可否を決定する。
　再評価される農薬原体（有効成分）は現在約
580種あり、使用量が多いもの、次に毒性の高
いものなどから順に評価される（図3）。初年度

 講演2 　木村―黒田純子氏（環境脳神経科学情報センター／理事）

農薬再評価の問題点
―不当な公表文献報告書

ネオニコチノイド系農薬最新研究＆農薬再評価の問題点

の再評価には、グリホサートやネオニコチノイド（以下、
ネオニコ）系5種などが入っている（図4）。
　公表文献の資料を作成する主体や方法については、農水
省の「公表文献の収集、選択等のためのガイドライン」＊１

に記載されている。本来、最新の科学情報を提供する公表
文献は、専門知識を持った第三者が公平、透明性をもって
収集、選択、評価を行い、情報提供することが必要とされ
る。再評価を受ける当事者の農薬企業が、収集のみなら
ず、選択、評価を、公平・適切にできるのか、当然ながら
疑問が湧く。

図1｜農薬の再評価制度のイメージ

� 2018年農水省資料より

図2｜農薬に関する関係府省の働き

�農水省資料より（https://www.maff.go.jp/j/syouan/johokan/risk_comm/r_kekka_nouyaku/pdf/maff_saitama.pdf）
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　 クロチアニジンの報告書で 
削除された重要論文や不当な評価
　住友化学が作成したクロチアニジンの公表文献報告書に
は、英論文検索サイトで検索すると1139報の論文がヒッ
トするとある（検索期間2006年4月1日～21年3月31日）。
ここから「明らかに評価目的に適合しない文献」447報を
削除し、残った692報について、文献情報と評価内容が記
載されている。しかし、最初に削除された447報の情報は
記載されていない。筆者は、この削除された447報の中
に、哺乳類への毒性や環境への影響に関わる重要な文献が
複数あることに気が付いた＊３。
　例えば、神戸大学・星信彦教授の研究チームは、クロチ
アニジンが哺乳類や鳥類の脳神経系、免疫系、生殖系に悪
影響を及ぼす可能性を示した論文を多数発表している。し
かし、住友化学が提出した報告書には、当然含まれるはず
の星教授らの論文が11報中7報も削除されていた。
　削除された論文のうち5報は、ラットやマウスを用い
て、クロチアニジン投与後の行動試験や発達神経毒性、生
殖系への影響などを調べたものだ。多くが無毒性量で有害
性を示しており、再評価に必要な内容が含まれている。な
お無毒性量とは、農薬の毒性試験において「この量以下な
らば病気などの有害な影響が出ない最大量」で、本来有害
影響が出ないはずの量だ。
　また2報の論文では、クロチアニジンが鳥類の生殖系に
悪影響を及ぼし、トキやコウノトリの繁殖を妨げているこ
とを示唆しているが、これらも削除されていた。報告書に
は、これら削除された7報の論文情報は一切記載されてい
ない。筆者はネオニコ系農薬の論文をほぼ把握していたた
め削除に気付いたが、通常は気が付かないだろう。
　一方、報告書に記載された星教授らの文献4報は、評価
の低い区分Cとされていた。農水省のガイドラインに
は、海外のリスク評価機関で使用されている文献は報告書
に記載されねばならないとされているので、これら4報は
記載したものの、低評価を下したのだ。
　その評価理由を見ると、例えば「被験物質情報がほとん
どない」「対照試験がない」「1群何匹で投与したか不明」
と記載されているが、筆者が原論文を確認したところ、こ
れらの評価はすべて明らかに間違っていた。被験物質情報
については、著者らの以前の論文で詳しく記載しており、
その文献を引用している。また、対照試験は実施してお
り、1群5～6匹を使用したという記載もある。
　同様のことは、星教授以外の論文でもあった。ヒト由来
神経系培養細胞を用いた研究で、クロチアニジンがヒト・

評価要請及び環境省への送付を行った」として一般に公開
した＊２。そこで、農薬企業の報告書が適切・公平なの
か、ネオニコ系クロチアニジン、イミダクロプリドの報告
書を調べたところ、評価に重要な文献がわからないよう削
除されたり、不当に評価されていることに気が付いた。

図4｜2023年度までに再評価が実施される農薬名

� 2021年食品安全委員会資料より

図3｜農薬再評価の優先度の基準

� 2021年食品安全委員会資料より

図5｜公表文献収集法の概要

4分野：①ヒトに対する毒性（動物代謝に関する研究、疫学研究を含む、以下お
なじ）、②農作物及び畜産物への残留、③生活環境動植物及び家畜に対する毒
性、④環境動態
� 「公表文献の収集、選択等のためのガイドライン」＊1より作図

I.文献の収集

①検索に使用するデータベースの決定
　　・�複数のデータベースの組合せ、又は、Web�of�

Science
②農薬名による検索
③�評価対象分野に該当する文献の特定：4分野に関する文
献の絞り込み
④�評価対象生物種による文献の特定：6278号局長通知で
要求する生物種
　　（�②のみでIIへ進み、IIの適合性の確認の中で③、④を

実施することも可）

①表題と要約による適合性の確認（Rapid�
Assessment：RA）
　　・明らかに評価目的に適合しない文献の除外
　　・�上記以外はIIIの文献全文による適合性に基づく分類

へ

①全文による適合性に基づく分類（Detailed�
Assessment：DA）
　　・明らかに評価目的に適合しない文献の除外
　　・上記以外の文献について、適合性区分a,�b,�cに分類。
②�適合性区分a�に分類された文献について信頼性を確認
しKlimisch基準で分類
③�国際機関や欧米の評価機関の評価書に引用されている文
献は別途整理し、評価の対象とする�

II.表題と
概要による
適合性
の確認

III.全文による
適合性及び
信頼性に
基づく分類
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題が生じることは、決してあってはならない。利益相反の
ない専門知識をもった第三者による委員会などを設置し、
公表文献の収集、選択、評価を行ない、その過程や結果の
すべてを公開するようガイドラインを改正すべきと考え
る。現行のガイドラインにはシステム上、重大な欠陥があ
り、根本的に変える必要がある。
　なお、TBSドキュメンタリー映画『サステナ・ファー
ム　トキと1％』（川上敬二郎監督）の上映会（今年3月）
で、農薬企業が作成した公表文献報告では重要な論文が不
当に削除されていると筆者が話した際、聴衆のなかに農薬
取締法改正・再評価制度を導入した奥原正明元農水事務次
官がいた。奥原氏は「由々しき問題だと思いました。制度
を変えた意味がない。行政に自ら調べる意志がない。審議
会、委員会の学者に資料を全部見てもらい、消費者も交
え、リスクコミュニケーションをキチンとやらなきゃ」と
話したことが、毎日新聞の記事に掲載された＊４。
　 農薬のリスク評価は 
課題が山積み
　食品安全委員会では、チオベンカルブ、チフルザミド、
ブタクロール、イソチアニルの再評価の審議が1、2回で終
了している（8月3日時点）。これらの農薬の論文を筆者が検
索したところ、ネオニコなどより文献は少ないが、どれだ
け審議されたのか、わからない。審議内容や資料は、知的
財産保護のため、ほぼ非公開なのだ。8月には、1,3-ジクロ
ロプロペンの再評価も始まる。農薬再評価については、今
後の進展を注視し、有害性が危惧されているネオニコやグ
リホサートなどの再評価が公平、適切に実施されるよう市
民の声を届けていく必要がある。農薬の安全性を巡って
は、公表文献の問題だけでなく、農薬再評価や農薬の新規
登録の際に実施される毒性試験が不十分なこと、農薬製剤
に含まれる高毒性の補助成分など、課題が山積みだ。これ
らの農薬問題について特集した日本内分泌撹乱物質学会の
ニュースレターが公開されているので、ご覧頂きたい＊３。
公表文献については、日本内分泌撹乱物質学会・理事会で
別途意見書が取りまとめられ、関係府省に送付された＊５。
　
＊1　�「公表文献の収集、選択等のためのガイドライン」農水省・農業資材審議

会農薬分科会（2021年9月22日）　https://www.maff.go.jp/j/council/
sizai/nouyaku/attach/pdf/28-18.pdf　一部改訂（2023年5月18日）　
https://www.maff.go.jp/j/council/sizai/nouyaku/attach/pdf/36-16.
pdf

＊2　�「再評価における公表文献について」農水省　https://www.maff.go.jp/
j/nouyaku/saihyoka/kouhyoubunken.html

＊3　�日本内分泌撹乱物質学会　ニュースレター25-4号　http://jsedr.org/
NL/NL25-4.pdf

＊4　�山田孝男「風知草」『毎日新聞』（2023年3月27日）　https://mainichi.jp/
articles/20230327/ddm/002/070/093000c

＊5　�日本内分泌撹乱物質学会　http://jsedr.org/sonota/ikensyo.pdf

ニコチン性受容体に反応することを示した重要な文献が、
報告書には「リスク評価には利用できない」とだけ記載さ
れており、その理由すら書いていない。
　 イミダクロプリドの報告書で削除されていた 
高毒性の代謝物
　バイエルクロップサイエンスが作成したイミダクロプリ
ドの報告書では、検索期間（2006年1月1日～21年3月31
日）に9115報ヒットした論文のうち、海外で評価に使用
された論文708報と「明らかに評価目的に適合性がない文
献」7210報を削除して、残りの1197報についてのみ論文
情報と評価を記載している。報告された1197報中には、
哺乳類への毒性が原体よりも高い代謝物デスニトロ・イミ
ダクロプリドの重要な文献が、複数含まれていなかった＊３。
　デスニトロ・イミダクロプリドは、動物体内や植物で高
頻度に検出される代謝物で、哺乳類に対し、指定毒物ニコ
チンとほぼ同程度の高毒性になることが報告されている。
ネオニコに類似したニコチンは、注意欠如多動症
（ADHD）、早産、低出生体重、乳幼児突然死症候群など
のリスク因子であることが明らかになっており、この代謝
物のリスク評価は重要だ。筆者が調べたところ、少なくと
も5報の論文には、この代謝物による哺乳類への毒性や環
境への影響など重要な情報が記載されていたが、報告書に
はこれらの文献の情報が一切なかった。公表文献のガイド
ラインには「安全性評価のうえで考慮する必要のある代謝
物、分解物等のその他成分がある場合には、その化合物も
対象とする」と記載されており、デスニトロ・イミダクロ
プリドは、当然、リスク評価の対象に該当する。バイエル
社が不都合な文献として、削除した可能性が考えられる。
　 ガイドラインの 
見直しが必要
　このように、公開された報告書の2例を調べただけで
も、農薬企業が自分たちに都合のいいように重要な文献を
取捨選択したのではないかと懸念される事例があった。も
ちろん筆者の評価は個人の見解であり、より専門的な知識
をもった第三者による評価と異なる可能性はある。しか
し、都合の悪い文献を一見わからないように削除し、評価
のまな板にも載せない。また、記載した文献に、明らかに
間違った評価を下す。こうした農薬企業の姿勢とそれを認
めている農水省の対応は、極めて不当ではないか。
　さらに実際の審議は2023年なのに、これらの農薬の検
索期間は2006年1月・4月～21年3月となっている。これ
では、最新の科学情報を把握しているとはいえない。
　このような偏った選択によって、農薬の安全性確保に問

ネオニコチノイド系農薬最新研究＆農薬再評価の問題点


